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『
白
夜
を
旅
す
る
人
々
』
-

近

藤

洋

子

三
浦
哲
郎

の
長
編
小
説

『
白
夜
を
旅
す
る
人
々
』
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

五
六
年
五
月
号
の

『新
潮
』
で
、
以
後
三
六
回
に
亘
り
昭
和
五
九
年
十
月
号
ま
で

断
続
的

に
連
載
さ
れ
た
。
連
載
終
了
直
後
の
昭
和
五
九
年
十
月
に
は
、
新
潮
社
か

ら
単
行
本
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
昭
和
六
三
年
八
月
に

『
三
浦
哲
郎
自
選
全
集

第
十
二
巻
』
(新
潮
社
)
に
収
録
、
平
成
四
年
四
月
に
は
新
潮
文
庫
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
に
は
第
十
二
回
大
佛
次
郎
賞
を
受
け
て
い
る
。

小
稿

で
は
、
三
浦
哲
郎
の
家
族

に
お
こ
っ
た
で
き
ご
と
を
踏
ま
え
た
こ
の
小
説

が
、
事
実
を
押
え
な
が
ら
、
自
伝
小
説

に
と
ど
ま
ら
ず
、
如
何
に
し
て
小
説
と
し

て
普
遍
化
さ
せ
た
の
か
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

L
『白
夜
を
旅
す
る
人
々
』

の
あ
ら
す
じ
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

東
北
の
港
町
の
呉
服
屋
山
勢
を
営

む
山
科
家
の
五
人
の
子
ど
も
の
内
、
長
女
る

い
と
三
女
ゆ
う
は
先
天
性
色
素
欠
乏
症

で
弱
視
で
あ

っ
た
。
六
人
目
の
子

(羊
吉
)

誕
生
を
、
皆
が
不
安
を
抱
き
な
が
ら
待

つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
羊
吉
が
普
通
の

子
に
生
ま
れ
た
後
、
長
男
清
吾
は
店

を
継
ぐ
決
心
を
し
て
叔
父
の
百
貨
店
に
修
業

の
た
あ
に
住
み
込
む
。
次
男
章
次
は
東
京
芝
浦

の
高
等
工
業
に
入
学
し
、
長
女
る

い
は
琴
で
名
を
あ
げ
、
箏
曲
教
授
と
し
て
三
女
ゆ
う
と
と
も
に
近
所
の
稽
古
場
に

移
る
。
女
学
校
を
首
席
で
通
し
東
京

女
子
高
等
師
範
を
受
験
し
よ
う
と
し
て
い
た

次
女
れ
ん
は
、
夏
期
補
習
授
業

で
遺
伝
の
講
義
を
受
け
て
前
途
に
絶
望
し
、
受
験

に
も
失
敗
し
て
、
羊
吉

の
満
三
歳
の
誕
生
日
に
投
身
自
殺
を
は
か
る
。
清
吾
は
れ

ん
の
自
殺
に
打
撃
を
受
け
る
が
、
湯
治
場
で
知
り
合
い
、
偶
然
同
じ
店
で
働
く
こ

と
に
な

っ
た
田
所
苗
と
の
新
し
い
生
活
に
希
み
を
託
す
。
し
か
し
、
苗
が
堕
胎

に

失
敗
し
命
を
落
と
す
と
、
耐
え
か
ね
て
四
月
半
ば
に
家
出
を
す
る
。
る
い
は
妹
れ

ん
の
自
殺
と
兄
清
吾
の
失
踪
は
、
自
分
の
よ
う
な
身
体
の
も
の
が
い
る
か
ら
だ
と

し
て
、
半
年
後
の
秋
に
服
毒
自
殺
を
す
る
。
残
さ
れ
た
三
人
の
兄
妹
、
章
次
、
ゆ

う
、
羊
吉
が
母
き
ぬ
と
と
も
に
、
町
か
ら
逃
が
れ
る
よ
う
に
し

て
温
泉
場

へ
馬
権

で
向
か
う
と
こ
ろ
で
小
説
は
終
る
。

「白
夜
」
と
は
、
助
産
婦
名
越
は
な
の
助
手
民
子
か
ら
聞
い
た
、
助
産
婦
の
次

男
が
欧
州
か
ら
送

っ
た
白
夜

の
絵
葉
書
の
話
か
ら
、
る
い
が
創

っ
た
詩
の

一
節

「暮
れ
る
で
も
な
く

暮
れ
ぬ
で
も
な
く
/
眠
れ
る
で
も
な
く

眠
れ
ぬ
で
も
な

く
/
た
だ
深
い
井
戸
の
静
寂
に
包
ま
れ
て
/
寝
返
り
を
打

つ
ば
か
り
の
白

々
と
し

た
夜
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
小
説
の
下
敷
に
な

っ
て
い
る
事
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
三
浦

自
身
の
編
に
な
る
年
譜

(『
お
ろ
お
ろ
草
紙
』
講
談
社
文
芸
文
庫

二
〇
〇
〇
年

九
月

一
〇
日
刊
)
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。
出
生

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

コ

九
三

一
年

(昭
和
六
年
)
三
月

一
六
日
、
青
森
県
八
戸
市
三
日
町

=
二
番

地
に
生
ま
れ
る
。
父
壮
介
、
母
い
と
の
三
男
。
兄
に
文
歳
、
益
男
、
姉

に
縫
、
貞
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子
、
き
み
子
が
い
た
。
六
人
兄
弟
の
末
弟
で
あ
る
。
生
家
は

〈丸
三
〉
と
い
う
屋

号
で
呉
服
屋
を
し
て
い
た
。」

年
譜
で
は
、

こ
の
後
六
年
間
は
記
載
が
な
く

一
九
三
七
年
に
と
ん
で
い
る
。

コ

九
三
七
年

(昭
和

一
二
年
)
六
歳

満
六
歳
の
誕
生
日
に
、
次
姉
貞
子
が

青
函
連
絡
船
か
ら
津
軽
海
峡

へ
入
水
し
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
兄
や
姉
た
ち

が
次
々
と
自
滅

の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
夏
、
長
兄
文
歳
が
失
踪
し
た
。
翌
年

秋
、
長
姉
縫
が
睡
眠
薬
自
殺
を
し
た
。」

小
説
の
時
代
設
定
は
、
第
十
章

に
羊
吉

の
生
ま
れ
た
年
の
九
月
半
ば
過
ぎ

「満

州
事
変
勃
発
を
報
ら
せ
る
ラ
ジ
オ
の
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
が
町
を
騒
が
せ
た
」
と
あ
り
、

羊
吉

の
生
ま
れ
た
の
が
、
昭
和
六
年

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
年
譜
の

三
浦
哲
郎
誕
生
日
と

一
致
し
、
小
説

は
昭
和
六
年
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
。
そ
し
て
、
長
姉
る
い
の
自
殺

の
翌
年

一
月

で
終

っ
て
い
る
か
ら
、
年
譜
に

は
な
い
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
十

一
年

ま
で
を
含
み
、
実
際
に
は
長
女
縫
が
亡
く
な
っ

た
十
三
年
及
び
十
四
年
ま
で
の
八
年
間
を
、
四
年
間
に
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

a
年
譜
に
あ
る
兄
や
姉
た
ち
が
小
説

の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
る
。

作
中
人
物

の
モ
デ
ル
と
、
作
中
人
物
の
羊
吉
誕
生
時
の
お
よ
そ
の
年
齢
は
、
父

三
浦
壮
介
↓
山
科
勢
介

(年
齢
不
明
)、
母
い
と
↓
き
ぬ

(四
十
近
い
)、
長
男
文

歳
↓
清
吾

(十
九
)
、
長
女
縫
↓
る
い

(十
八
)
、
次
男
益
男
↓
章
次

(中
学
三
年

十
五
)
、
次
女
貞
子
↓
れ
ん

(女
学
校

一
年
)、
三
女
き
み
子
↓
ゆ
う

(十
)
、

三
男
哲
郎
↓
羊
吉
、

で
あ
る
。

モ
デ
ル
に
な

っ
た
人
物

の
実
際
の
年
齢
が
、
客
観
的
に
筆
者
が
検
証
で
き
た
の

は
現
時
点
で
は
、
父
壮
介
氏
、
母
い
と
氏
、
次
男
益
男
氏
、
次
女
貞
子
氏
の
四
人

の
方
々
で
あ
る
。

父
壮
介
氏
と
母
い
と
氏
は
、
三
浦
家
の
菩
提
寺
、
広
全
寺

(岩
手
県
二
戸
郡

一

戸
町
)
に
あ
る
三
浦
家
の
お
墓
の
墓
誌
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
昭
和
六
年
に
は
壮
介
氏
四

一
歳
、
い
と
氏
三
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
男
益
男
氏
と
は
十
五
歳
の
違
い
が
あ
る
と
、
哲
郎
自
身
が
述
べ
て
い
る
。
(「
日

本
経
済
新
聞
」
平
成
九
年

一
月
五
日

「新
春
幻
想
」

に
よ
る
)
。
こ
の
三
人
は
、

作
中
人
物
と
ほ
ぼ
同
年
齢
と
考
え
て
よ
い
。

さ
て
、
次
姉
れ
ん
は
羊
吉
誕
生
時
、
女
学
校

一
年
生
の
三
学
期
と
設
定
さ
れ
て

い
る
が
、
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
る
貞
子
氏
は
ど
う
か
。

三
日
に

一
度
発
行
さ
れ
た
地
元
紙

「
奥
南
新
報
」
昭
和
七
年
三
月
十
六
日
付
記

事

「
県
立
八
戸
高
等
女
学
校
合
格
者
名

一
覧
」

の
中
に
、
三
浦
貞
子
と
あ
る
。
実

際
に
は
昭
和
六
年
三
月
当
時
、
貞
子
氏
は
ま
だ
小
学
校
五
年
生
だ

っ
た
こ
と
に
な

る
。
何
故
、
年
齢
を
引
き
あ
げ
た
の
か
。

小
説
の
中
で
山
科
家
崩
壊
の
発
端
と
な
る
次
姉
れ
ん
の
自
殺
が
、
羊
吉
の
誕
生

日
に
行
な
わ
れ
る
の
は
、
れ
ん
が
羊
吉
の
中
に
生
ま
れ
か
わ
る
た
め
で
あ
る
。
第

六
章
で
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
羊
吉
に
、
ま
だ
自
殺
な
ど
考
え
て
も
い
な
い
れ
ん

が
、
「自
分

の
す
べ
て
を
羊
吉

に
注
ぎ
込
ん
で
あ
げ
る
」
と
語
り
か
け
る
場
面
が

あ
る
。
自
分
は
女
で
、
勉
強
し
て
も
せ
っ
か
く
溜
め
た
も
の
を
ろ
く
に
使
え
な
い

か
ら
、
全
部
譲

っ
て
使

っ
て
貰
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
羊
吉
が
生
ま
れ
た
と
き
、

三
姉
ゆ
う
は
十
歳
で
、
末

っ
子
の
座
を
奪
わ
れ
て
お
も
し
ろ
く
な
く
、
皆

の
関
心

が
羊
吉
に
集
ま
る
こ
と
が
不
満
で
、
す
ね
る
場
面
が
あ
る
が
、
れ
ん
が
貞
子
氏
と

同
じ
小
学
五
年
生
に
設
定
さ
れ
て
い
た
ら
、
ゆ
う
の
こ
の
心
境
に
近
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
羊
吉
の
誕
生
日
に
自
殺
を
決
行
す
る
た
め
の
伏
線
と
し
て
描
か
れ

た
で
あ
ろ
う
第
六
章
の
れ
ん
の
語
り
は
、
小
学
生
で
は
な
く
女
学
生

で
あ
る
必
要

が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

次

に
、
三
浦
家
で
は
八
年
間
に
起

っ
た
で
き
ご
と
が
、
小
説
で
は
四
年
間
に
縮

め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

羊
吉
が
生
ま
れ
て
二
年
た

っ
た
三
月
、
大
地
震
が
あ

っ
て
、
山
科
家
の
遠
縁
の

漁
師

一
家
が
津
波

で
全
滅
す
る
話

(第
十
四
章
)
が
出

て
く
る
が
、
こ
の
地
震
は

昭
和
八
年
三
月
三
日
午
前
二
時
三

一
分
に
発
生
し
た

「
三
陸
大
地
震
」
で
、
同
時
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期
、
同
時
刻

で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

小
説

で
は
そ
の
年

(昭
和
八
年
)

の
夏

に
、
れ
ん
が
補
習
授
業

で
遺
伝
に
つ
い

て
学
び
、
前
途

に
希
望
を
失
く
し

て
、
「死
ん
だ
方
が
い
い
の
せ
」
と
思
う
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
翌
春
、
女
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
受
験

し
不
合
格
と
な
り
、
入
水
し
て
亡
く
な

っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
女
学
校
卒
業
と
、

女
高
師
受
験
は
、
昭
和
九
年
春

の
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

で
は
、
れ
ん
の
モ
デ
ル
貞
子
氏
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。
三
浦

の
随
筆
集

『
笹

舟
日
記
』
(昭
和
四
八
年
五
月
、
毎

日
新
聞
社
刊
)
所
収
の

「
姉
は
イ
ル
カ
に
ま

た
が

っ
て
」
に
お
い
て
、
受
験
し
た
女
高
師
は
奈
良
女
高
師

で
、
奈
良

で
死
を
決

め
た
ら
し
い
と
書
い
て
い
て
、
小
説

で
は
受
験
校
を
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
女
学
校
卒
業
と
入
水
の
日
時

は
、
奥
南
新
報

の
記
事

に
よ
り
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
貞
子
氏
の
八
戸
高
女
卒
業

は
、
昭
和
十

一
年
三
月
二
十

日
で
あ
る
。
三

月
廿
二
日
付

の
奥
南
新
報
の
卒
業
式

に
関
す
る
記
事

に
よ
れ
ば
、
貞
子
氏
は
学
校

賞
を
受
け
、
総
代
と
し
て
卒
業
生
答
辞
を
よ
み
、
「在
学
中
学
業
優
等
操
行
佳
良

者
」
「本
学
年
間
学
業
優
等
操
行
佳
良
者
」

の
そ
れ
ぞ
れ
筆
頭
に
名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
れ
ん
は
、
真
面
目

で
非
常

に
優
秀
な
女
学
生
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

貞
子
氏
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
才
媛

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
小
説
の
最
も
大
き
な
転
換
点
が
、
れ
ん
の
自
殺

で
あ
る
。

そ
の
第

一
報

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
が
第
二
九
章
で
、

つ
づ
く
第
三
十
章
に
お
い
て
、
清
吾
が
東

京
か
ら
急
ぎ
帰
宅
し
た
章
次
に
、
れ

ん
の
自
殺
を
報
ず
る
新
聞
記
事
を
見
せ
る
場

面
が
あ
る
。
小
説
中

の
新
聞
記
事
と
、
貞
子
氏
の
自
殺
を
記
し
た
奥
南
新
報

(昭

和
十
二
年
三
月
十
九
日
付
)
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で

あ
る
。
し
か
し
詳
細
に
比
べ
て
み
る
と
次
の
十
箇
所
に
相
違
が
あ
る
。
い
ま
、
相

違
を

一
覧
に
す
る
と
次

の
よ
う
に
な

る
。
〈白
〉
は
小
説
を

〈新
〉
は
奥
南
新
報

を
表
す
。

9

〈新
〉
丸
三
呉
服
店

〈白
〉
山
勢
呉
服
店

口

〈新
〉
市
内
三
日
町
十
三
番
地

〈白
〉
町
内
大
通
り
十
五
番
地

曰

〈新
〉
三
浦
惣
助

〈白
〉
山
科

勢
助
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四

〈新
〉
貞
子

(
一
九
)
さ
ん

〈白
〉
れ
ん

(
一
八
)
さ
ん

㈲

〈新
〉
貞
子
さ
ん
か
ら
の
手
紙

〈白
〉
れ
ん
さ
ん
か
ら
の
手
紙

丙

〈新
〉
船
客
名
簿

〈白
〉
船
室
名
簿

㈹

〈新
〉
東
京
市
松
並
匠
高
圓
寺
彌
次
地
良
子

(
一
九
)

〈白
〉
青
森
市
内
青
森
師
範
学
校
女
子
部
寄
宿
舎
内
須
藤
れ
ん

(
一
九
)

囚

〈新
〉

(現
金
五
円
二
銭
在
中
)

〈白
〉

(現
金
五
円
二
十
鏡
在
中
)

㈹

〈新
〉
十
六
日
嚢
費
八
戸
函
館
間
三
等
乗
車
券
、
萬
年
筆

一
本

で
/
津
輕
海
峡

に
投
身
自
殺
を
し
た
の
は
三
浦
貞
子
さ
ん
ら
し
い
と
い
ふ
の
で
八
戸
署

に
照
會
の
結
果
本
人
と
判
明
し
た
が

〈白
〉
万
年
筆
な
ど
の
ほ
か
、
十
六
日
発
売
の
本
町
よ
り
函
館
ま
で
の
三
等
乗

車
券
が
あ
り
、
ま
た
雑
誌
の
裏
に
山
科
れ
ん
所
有
と
書
き
込
み
が
あ
る

の
で
、
師
範
学
校
女
子
部
寄
宿
舎
お
よ
び
本
町
警
察
署
に
照
会
の
結
果
、

津
軽
海
峡
に
投
身
自
殺
を
し
た
の
は
山
科
れ
ん
さ
ん
と
判
明
し
た
が
、

㈲

〈新
〉
貞
子
さ
ん
は
昨
年
八
戸
高
等
女
学
校
を
優
等

で
卒
業
し
高
等
女
子
師
範

に
受
験
し
た
が

〈
白
〉
れ
ん
さ
ん
は
本
町
の
高
等
女
学
校
の
優
等
生

で
、
今
春
、
東
京
の
女
子

高
等
師
範
を
受
験
し
た
が
、

以
上
の
十
箇
所
が
相
違
す
る
。

こ
の
内
で
い
ま
問
題
に
し
た
い
の
は
、
㈲
で
あ
る
。
貞
子
氏
が
高
等
女
学
校
を

卒
業
し
た
の
が

「昨
年
」
と
あ
る
。
前
述
の
貞
子
氏
の
女
学
校
卒
業
式
を
報
じ
た

記
事
が
昭
和
十

一
年
三
月
で
あ

っ
た
こ
と
と
も

一
致
す
る
。
貞
子
氏
の
女
学
校
卒

業
は
、
哲
郎
が
五
歳
の
と
き
な
の
で
あ
る
。
女
子
高
等
師
範
学
校
を
受
験
し
た
の

が
、
奥
南
新
報
の
記
事
で
は
、
昨
春
な
の
か
今
春
な
の
か
が
は

っ
き
り
し
な
い
の

だ
が
、
貞
子
氏
の
受
験
時
期
に
つ
い
て
、
三
浦
自
身
は

「
私
の
履
歴
書
」
(「
日
本

経
済
新
聞
」
平
成
十
二
年
十

一
月
三
日
)

に
お
い
て
、
「貞
子
姉
が
突
然
そ
の
日

(昭
和
十
二
年
三
月
十
六
日
)
に
死
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
姉
は
、

べ

つ
に
重
病
を

患

っ
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

つ
い
何
日
か
前
に
受
験
の
旅
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三
浦
哲
郎
作
品
論

か
ら
帰

っ
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
貞
子
氏
は
卒
業

し

て

一
年
の
後
に
入
水
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

小
説
で
は
、
れ
ん
は
卒
業
し
た
そ

の
春
に
女
高
師
を
受
験
し
、
そ
の
直
後
、
羊

吉
六
歳
の
誕
生
日
に
自
殺
を
す
る
設
定
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

次

に
長
姉
る
い
の
服
毒
自
殺
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
る
い
は
、
れ
ん
が
自

殺
し
清
吾
が
失
踪
し
た
同
じ
年
の
秋

に
、
自
殺
す
る
設
定
に
な

っ
て
い
る
。
し
か

し
、
る
い
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
哲
郎

の
長
姉
縫
氏
は
、
前
掲
の
年
譜
、
昭
和

一
二

年

の
項
に
あ
る
よ
う
に
、
翌
年
昭
和

=
二
年
秋
に
亡
く
な

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

実
際

に
、

広
全
寺

に
あ
る

お
墓

の
墓
誌

に
は
、

「
清
韻
妙
縫
良
善
大

姉

昭
和
十
三
年
十
月
十
二
日

縫
子
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
享
年
は
隣

に
刻
ま

れ
て
い
る
貞
子
氏
と
同
様
に
、
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
省
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
縫
氏
は
み
て
き
た
よ
う
に
、
貞
子
氏
逝
去
、
文
蔵
氏
失
踪

の
年

の
翌
年

に
亡
く
な

っ
て
い
て
、
実
際
の
モ
デ
ル
た
ち
の
で
き
ご
と
は
、
貞
子
氏

の
女
学
校

卒
業
の
昭
和
十

一
年
春
を
起
点
と
す
れ
ば
、
縫
氏
の
亡
く
な
る
昭
和
十
三
年
秋
ま

で
、
足
か
け
三
年
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
説

で
は
る
い
は
、

れ
ん
の
自
殺
、
清
吾
の
失
踪
と
同
じ
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

一
年
の
間
に
、
れ
ん
の
女
学
校
卒
業
と
死
、
清
吾

の
失
踪
、
る
い
の

死
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

a
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
事
実

の
時
間
を
改
変
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

れ
ん
の
死
を
羊
吉
三
歳

の
誕
生
日
と
、
事
実
を
改
あ
た
点
に
つ
い
て
は
、
既
に

河
合
正
直
氏
が
読
み
解
か
れ
、
「
作
者
は
れ
ん
を
座
敷
わ
ら
し
に
し
て
、
れ
ん
が

〈山
勢
〉

の
家
を
出
た
あ
と
、
座
敷

わ
ら
し
を
羊
吉
が
受
け
継
ぎ
、
羊
吉
が

〈山

勢
〉
の
座
敷
わ
ら
し
と
し
て

一
家
の
繁
栄
を
守
る
役
割
を
す
る
と
い
う
構
想
か
ら
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(「
『白
夜
を
旅

す
る
人
々
』
序
説
i
執
筆
予
告
か
ら
連
載
開

始
ま
で
の
九
年
間
に
つ
い
て
i
」
平
成
八
年
十
二
月
十
日
発
行

『
常
葉
国
文
』
第

二

一
号
所
収

に
よ
る
)
。
座
敷
わ
ら
し
に
つ
い
て
三
浦
は

『笹
舟
日
記
』
所
収
の

「座
敷
わ
ら
し
の
話
」
に
お
い
て
、

そ
の
正
体
は
間
引
き
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
亡

霊
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
座
敷
わ
ら
し
は
、
よ
り
幼
い
方
が

相
応
し
い
。
第
二
八
章
の
、
れ
ん
が
着
物
の
袖
と
袴

の
裾
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
な
が

ら
家
を
出
る
場
面
で
、
清
吾
が
座
敷
わ
ら
し
が
家
を
見
捨
て
て
出
て
ゆ
く
と
き
に

そ
っ
く
り
だ
と
思
う
の
だ
が
、
れ
ん
が
座
敷
わ
ら
し
を
羊
吉
に
受
け
継
が
せ
た
と

い
う
河
合
氏

の
説
は
、
羊
吉
が
三
歳
に
改
め
ら
れ
て
い
て
説
得
力
を
も

っ
て
い
る
。

た
だ
、
『
白
夜
を
旅
す
る
人
々
』
(傍
点
筆
者
)
と
題
し
た
作
者
は
、
れ
ん
か
ら

羊
吉

へ
座
敷
わ
ら
し
を
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
せ
る
構
想
は
あ

っ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
山
科
家
の
人
々
、
あ
る
血
縁

の
人
々
の
物
語
を
描
き
た
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。

一

全
体
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
第
二
八
章

で
れ
ん
が
家
出
す
る
ま
で
の
間
、
作
者

は
兄
姉
た
ち
の
心

の
動
き
を
丁
寧
に
描
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
造
型
す
る
。

そ
れ
が
第
二
九
章

の
れ
ん
入
水

の

一
報
か
ら
苗
の
死
、
清
吾
失
踪
、
る
い
服
毒
死

と
矢
継
ぎ
早
に
事
件
を
起

こ
し
た
。
小
説
の
緊
張
感
を
保

つ
た
め
に
、
れ
ん
は
女

学
校
卒
業

の
年

に
女
高
師
受
験
、
失
敗
、
自
殺
と
た
た
み
か
け
る
。
こ
れ
が
、
貞

子
氏

の
事
実

に
沿
う
形
で
、
卒
業
後

一
年
後
の
自
死
で
あ

っ
た
な
ら
、
こ
の
間
の

こ
と
を
描
か
ざ
る
を
得
ず
、
山
科
家
の
家
族
の
物
語
と
い
う
よ
り
も
、
れ
ん
の
物

語
に
な
っ
て
倭
小
化
さ
れ
て
し
ま

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
様
に
る
い
の
死
も
、

妹

の
死
の
翌
年
に
設
定
し
そ
の
間
を
描
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
物
語
が
冗
慢

に
な

っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
白
夜
を
旅
す
る
人
々
』
は
、
初
期
に
発
表
し
た
自
伝
的
小
説
群

(「忍
ぶ
川
」

「恥

の
譜
」
「
初
夜
」
「
帰
郷
」
な
ど
)
と
は
異
な
り
、
自
身

の
記
憶
以
前

の
こ
と

を
資
料
を
基
に
、
想
像
を
駆
使
し
て
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
、

時
間
を
凝
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
伝
小
説

で
は
な
く
、
「
あ
る
家
族
の
物
語
」

と
し
て
歴
史
的
時
間
を
描
き
な
が
ら
、
緊
張
感
を
保

っ
た
本
格
小
説
に
な
り
得
た

の
で
あ
る
。

(本
学
准
教
授
)
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